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T o pi c s
ト ピ ッ ク ス 市 政 ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ i n 太 平 寺 カ フ ェ市 政 ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ i n 太 平 寺 カ フ ェ

　 中 央 公 民 館 　 ☎  2 4 8  －  0 5 2 1　 中 央 公 民 館 　 ☎  2 4 8  －  0 5 2 1

　 1 0  月 ２ 日 ㈪ 、 太 平 寺 会 館 で 「 市 政 ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ i n  太 平 寺 カ フ ェ 」 が 開

催 さ れ 、 太 平 寺 町 内 会 か ら  3 6  人 が 参 加 し ま し た 。 「 市 政 ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ 」 と は 、

市 長 が 町 内 会 の 会 合 な ど を 訪 ね 、 ま ち づ く り の 現 状 や 課 題 に つ い て 説 明 、 市 民 の 皆

さ ん と 意 見 交 換 を 行 う 懇 談 会 で す 。

　 今 回 、 太 平 寺 町 内 会 か ら 出 さ れ た お 題 は 「 令 和 ５ 年 度 の 市 の 重 点 施 策 と 今 後 の 方

針 」 。 市 長 は 、 「 子 育 て 支 援 施 策 の 充 実 」 な ど ４ つ の 重 点 施 策 と 具 体 的 な 取 り 組 み に

つ い て 紹 介 し ま し た 。 ま た 、 参 加 者 か ら は 、 「 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 」 な ど に つ い て の

提 案 も あ り 、 充 実 し た 会 に な り ま し た 。

コ ミ ュ ニ テ ィ カ レ ッ ジ

市 政 ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ

の 開 催 を 希 望 す る 場 合 は 、

申 し 込 み が 必 要 で す 。

詳 細 は 市 ホ ー ム
ペ ー ジ を 見 て く
だ さ い 　 ▶ ▶ ▶

　 1 8  歳 以 上 の 市 内 在 住 、 在 勤 、 通 学 者 を 対 象 に 行 わ れ て い る 「 コ

ミ ュ ニ テ ィ カ レ ッ ジ 」 は 、 現 代 社 会 の 課 題 や 地 域 の 歴 史 、 健 康 分

野 な ど 、 幅 広 い テ ー マ を 扱 う 分 か り や す い 内 容 の 教 養 講 座 で す 。

昼 の 部 、 夜 の 部 に 分 か れ て お り 、 ラ イ フ ス タ イ ル に 合 わ せ て 選 択

で き ま す 。

　 市 内 ・ 近 隣 の 大 学 の 先 生 を 中 心 に 、 講 師 は さ ま ざ ま な 分 野 で 活

躍 し て い る 人 た ち で 、 今 年 度 は 石 川 県 立 大 学 准 教 授 の 大 谷 基 泰 氏

に よ る サ ツ マ イ モ の ハ チ ミ ツ に 関 す る 講 座 な ど を 開 催 し ま し た 。

　 今 年 度 は 、 「 宅 配 が 変 わ る ！ ド ロ ー ン が 切 り 拓 く 未 来 」 な ど    

こ れ か ら も 面 白 い テ ー マ が 用 意 さ れ て い ま す 。 自 己 研 鑽 や 生 涯 学

習 に 、 ぜ ひ 公 民 館 の 講 座 を 役 立 て て く だ さ い 。 お 待 ち し て い ま す 。


